
チーム学習の実践事例の報告
2013年6月4日

福山大学学内研究会「チーム学習とは？」の資料から

特定非営利活動法人学習開発研究所
望月 (現姓古田) 紫帆1



主な仕事

大学・教職科目で、協働で授業開発する
ための実践力養成プログラムを開発・実施

若手教員のための恊働自律的な
資質能力向上プログラムの開発・実施 授業設計のリフォーム講座
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これまでに実施された大学：
佛教大学，立命館大学，関西大学，
京都ノートルダム女子大学，京都産業大学等
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佛教大学でチーム学習の
取り組みがはじまった理由

１９９９年に西之園晴夫
(現・NPO法人学習開発
研究所代表)が教育学部
教授に就任。

多人数が受講する「教
育方法学」を担当するこ
とになる。

9割の学生を寝させない
授業を目指す。
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現在の結果

n=147

実際の
←欠席回数

自分の出席率
はよいと思う
学生の割合

↓

多いにそう思うそう思う他の科目もしっかり
出席していると感じ
ている割合が高の
で、あまり差はない

▼2012年度後期FD授業評価アンケート 他の科目との比較
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現在の結果

n=136

１（3）1回の授業につき予習・復習をした

3（3）自分で調べ、考える姿勢がもてた

1（5）熱心に授業に取り組んだ
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実施科目「教育方法学」

授業の流れとゴール
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１ 授業全体の説明、学生の特性調査

２ チームづくり

３ 理想を描く・学ぶ意味をもつ

４ 「理想の未来の学校」

５

６ 学校説明会 ショートレポート

７

８ 説得性を高める ショートレポート

９ 学習指導設計と学習評価設計

１０ 「多様な学習者が主体的に読解力を ショートレポート

１１ 高めるためには？」

１２ チームレポート

１３ 授業参観

１４ 先輩のレポートから学ぶ 最終レポート

１５ 最終成果の相互評価
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改良モデル
見通し

ベクトル合わ
せ

質を高める
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チームづくり
多様性 責任感 貢献

役割 コミュニケーションスタイル

鈴木義幸「熱いビジネスチームをつくる4つのタイプ」
ディスカヴァートウェンティワン

司会、情報技術、学習報告
計画管理、記録整理、音読確認
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多様性 責任感 貢献
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資料等は自分たちのチームのファイルで管理

自分たちで学ぶ場所を選び
終了時間を意識しながら
すすめる

チームづくり
多様性 責任感 貢献

13

「わからな
い」
が気軽に
言い合える



「『私にはできない、ありがとう』という言葉を聞け
て、自分の存在意義が感じられた。チームの役に
立っていることが感じられた。」

「最も大きく感じた事は、みんなの協力なしには私
の役割は果たせなかっただろうという事である。」

レポートより

チームづくり
多様性 責任感 貢献
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「タイプが違うからこそ、まったく違う考えを手に
することができたのだ。そこで話しあう事からよ
り面白く、深い構想を生むことができたと思う。」

レポートより

チームづくり
多様性 責任感 貢献
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相互評価 挑戦と自信
失敗から学ぶ
リベンジできる
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相互評価 挑戦と自信

毎回の代表者によるチーム間の情報交換により格差の解消を目指す
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相互評価 挑戦と自信

役割のチェック

チーム内で役割が果たせているか
どのような関わり方でよくなるのかを
定期的にお互いに確認する
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相互評価 挑戦と自信
ショートレポートの相互評価を経て
再構成したものが最終レポート
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相互評価 挑戦と自信

基本はレポートを提出した後
印刷してきて読み合いますが
最近はタブレットやスマートホンで
読み合っている様子もみられます。

ただし、誤字脱字の指摘が難しいとこ
ろが課題です。
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相互評価 挑戦と自信

「レポートに関しても最初の授業で最終レポート
が枚数が10枚以上と聞いたときは絶対に無理
だと感じていました。しかし、ショートレポートを
作成することによって、この最終レポートを作成
するときにはすでに10枚近くなっており、最初に
無理だと思っていたことが嘘のように感じられま
した。」

レポートより

23



学ぶ指標
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レポートの表紙

レベルを宣言する
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1回の授業の流れ
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1回の流れ

ゴールを全体で確認
↓

音読確認係がガイドブックを音読して手順を確認
↓

チーム学習
↓

補足説明
↓

学習報告係のミーティング
↓

次週までの打ち合せをして解散
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学習ガイドブック

28



時間外の学習をつなぐ
学習支援システム

掲示板
・チーム内でファイル共有

・他チームと進捗状況の確認

・成果を蓄積してレポートに活用

・連絡網

レポートの提出

アンケートによる振り返りやリクエスト

教材

小テスト

C-learning.jpより
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チーム内での蓄積と
チームを超えた情報交換

チーム内 チーム間

レポートの

相互チェック
や文献購読

学習の進捗
状況や問題
解決の方法、
次回までの
課題の共有
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身近なツールと学習支援システム

http://line.naver.jp/ja/

https://www.facebook.com/

http://manaba.jp/ja/

http://c-learning.jp/

学生さんにとって身近なツール例 学校が提供する学習支援システム例

・自分たちで管理できる
・使い慣れているので説明不要
・外部（専門家）との関わりももてる
・日常を共有し親近感を高める

・交流が受講者生同士に限られるため
安心して使う学生さんもいる
・レポートの提出ができる
・教材や他チームの情報を獲得できる
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後輩へのメッセージ
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「苦労は買ってでもせよという言葉があるがまさ
にそのとおりで、この授業を終えた後で得られ
るものは大きい。自分の弱点を見つけるいい機
会になるだろう。まずは自分から積極的なコミュ
ニケーションを!! 」

レポートより

●後輩への貢献●
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「問題の答えは人の数だけある。そう考えてぜ
ひこの講義に取り組んでほしい。また、そのよう
に、いろいろな意見や考えがあるので自分の班
の人たちだけでなく、他の班の進行状況などを
参考にさせてもらうのも一つの充実した授業を
おくる方法である。 」

レポートより

●後輩への貢献●
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「後輩のみなさん！佛教大学の「教育方法学」は恐ろしく
大変です。課題も多く責任もついてきます。けれどその
分得るものは大きいです。私が授業の終わりに感じたこ
とは、「忙しければ忙しいほどそれは充実しているといえ
るのではないか」ということです。そして私は、この授業
で考えてきた“主体的な学習”が、今考えると、この授業
を通して自分たちがやってきたではないか。と思えるの
です。それでは、終わった後に得るものを楽しみに、「教
育方法学」を頑張ってください。 」

レポートより

●後輩への貢献●
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• 授業中に後輩にサポートするために「もぐり」
として参加する元受講生さんもいます。

• もぐりの元受講生さんには、授業の学習目標
を提示し、授業を観察してもらい、その目標を
より達成しやすくするために必要な情報を
フィードバックしてもらっています。

●後輩への貢献●
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さらに挑戦したいこと

年々、初対面の学生とコミュニケーションをとる
ことに苦手意識をもつ学生が増えているのか、
初回のオリエンテーションでの不安感が高く
なっているように感じられます（徐々に払拭され
ますが）。導入時の不安感を「楽しみ」に変えら
れるように工夫していきたいです。
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